
私たちのSDGs
地球規模の環境問題や社会課題の解決も、まずは一人ひとりの小さな
実践の積み重ねから。 毎月、区内の様々な活動をお伝えします。

2階では旅行気分を感じていただいた
り、皆さんのお国自慢の場になれば。
買い忘れたお土産を調達する時
にも是非使ってください。
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　梅田茶屋町のヤンマー本社ビル12階にある
茶屋町養蜂場。360度ガラスで囲まれた中庭
には巣箱が設置され、多くのミツバチが飛び回
ります。
　「多い時期では20万匹以上が暮らします。一
匹のミツバチが一生に運ぶ蜜は3グラムほどで
すが、ここでは年間300～400キロのハチミツ
が採取できます。この都会にもそれだけ蜜源に
なる自然があるということですね」とNPO法人
梅田ミツバチプロジェクト代表の小丸和弘さん
は話します。
　ビルの屋上や公園などでミツバチを飼う都市
養蜂を茶屋町地域の有志でスタートしたのが15年前。ヤンマー株式会社など地
元企業が支援しています。また、かつて一面が菜の花畑だったといわれる茶屋町
では、地域の皆さんが菜の花を育てるプロジェクトに取り組んでいます。「ここのミ
ツバチは春、菜の花の蜜を多く集めてくるんですよ」
　ミツバチは屋上や公園だけでなく家庭の庭やベランダにも訪れ、季節の花の蜜
を集めます。しかし、「ここ10年で集めてくる花蜜の時期が年々変ってきており地球
温暖化を実感します」と小丸さん。ミツバチがいなくなると、受粉ができなくなり世

界の主要農作物100種類のうち70％以
上が無くなるとも言われています。
　小丸さんらはミツバチの生態を通して
地域の緑を守る大切さに気付き自然環
境への関心を高めてもらいたいと、課外
授業の受け入れや出張授業にも力を入
れています。ミツバチを知ることで地球
環境を考えてみませんか？

旧大阪中央郵便局舎の一部を保存・移築
　JR大阪駅西側、旧大阪
中央郵便局舎跡に誕生し
た大型複合ビルJPタワー
大阪。その地下1階～地
上6階が、7月31日に開業
した商業施設KITTE大阪
です。地上1～3階の一部
には1939年（昭和14年）
に建設された旧局舎を移
築。タイルや床材、サッシ
も当時のままで、「郵便」の
歴史を伝えています。

日本各地の魅力がいっぱい
　地上2階の「Feel JAPAN Journey（ええもんにっぽんめぐり）」に
は日本各地のアンテナショップが集結。富山・石川・福井情報発信拠点
「HOKURIKU+」には能登半島地震の被災地を応援するコーナーが設
けられていたり、「＠JPCafe」ではさまざまな地域の情報が発信されて
いたり。ほかにも地域の物産や観光を通して日本の良さを発見・再認識
できるショップが目白押しです。
　地下1階の「うめよこ」は、"大人のたまり場"をコンセプトに、地元大
阪の人気店を中心に気軽にお酒が楽しめる店やカフェが勢揃い。他の
フロアにも日本各地のこだわりの名店が数多く出店し、新しいグルメス
ポットとして注目を集めています。
　ここに来るだけで全国のおいしいもの、ええもんに出合えます。

陸域生態系の保護、回復、
持続可能な利用の推進、持
続可能な森林の経営、砂漠
化への対処ならびに土地の
劣化の阻止、回復及び生物
多様性の損失を阻止する

《SDGsチャレンジ》
まずは実のなる植物を植え
てみよう

陸の豊かさも
守ろう15

〈目標〉

ミツバチと地球環境を考えよう

北区広報紙「わがまち北区」の点字版の送付をご希望の場合は、お申し出ください。　　政策推進課　☎06-6313-9474
なお、音訳版（CD）をご希望の方は「北区ボランティア・市民活動センター（北朗バラの会）」までお申し出ください。　　☎06-6313-5566
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NPO法人梅田ミツバチプロジェクト

北区のお出掛けはAIオンデマンド交通で！

富山・石川・福井情報発信拠点
「HOKURIKU+」

旧大阪中央郵便局舎の外壁が残る
4層吹き抜けのアトリウム

新旧様々な“推しスポット”がある北区！ 最新情報と共にお伝えします

KITTE大阪
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場 梅田3丁目2-2

梅田ミツバチプロジェクトの
ホームページ▶

KITTE大阪ホームぺージ▶

日本郵政不動産株式会社　
開発本部　平岡大典さん

代表 小丸和弘さん

課外授業の様子。 室内から見学するので
安心してミツバチを観察できる

気軽にBBQを楽しもう

アサヒ飲料株式会社と
包括連携協定を締結しました
　北区役所は6月20日、アサヒ飲料株式会社と包括連携協定を締結しました。 
この協定締結により、クラウド型カメラ付自動販売機（通称：まちを見守る自販機）
の設置推進など、地域の安全・安心なまちづくりの推進に協力していただきます。

サントリービバレッジソリューション
株式会社と包括連携協定を締結しました
　北区役所は6月24日、サントリービバレッジソリューション株式会社と包括連携
協定を締結しました。 この協定締結により、こども110番運動など地域の安全・安
心なまちづくりの推進に協力していただきます。

地域課　☎06-6313-9734  　 06-6362-3823問

　6月12～16日、和歌山県で開催され
た2024アジア・オセアニアビーチアル
ティメット選手権大会（AOBUC）の
オープン部門で、北稜中学校の阪上海
斗先生所属の日本代表チームが準優
勝しました。
　大学卒業時に競技から離れ、同年代
の選手が活躍する姿に「続けていたら、
どこまで行けたのかな」と思っていた阪上先生。4年に1度のAOBUCに向けた日
本代表選考会のことを知り、競技に復帰。トレーニングを重ね、家族の協力を得て
臨んだところ、日本代表に選出され、大会出場を果たしました。「家族や友人の応
援、職場の協力があったから頑張れた」と阪上先生は話します。大会出場を知っ
た生徒たちの声援も支えになりました。支えてくれる人がいるありがたさ、支えてく
れる人のために頑張ることの大切さを伝えたい。2027年世界大会
に向け、阪上先生の夢と挑戦は続きます。
※ビーチアルティメットは、砂の上でフライングディスクを落とさずパスして運び、75ｍ
×25ｍのコート両端のエンドゾーン内でディスクをキャッチすれば得点となるスポーツ。
1チームは5人で構成　7月20日、中之島小中一貫校の体育館で「ワクワク

中之島」の防災イベントが開催され、同校の小学1～
3年生とその保護者計69名が参加しました。防災クイズに挑戦したり、グループに
分かれて段ボールベッドを作ってみたり、防災を学びながら友達と交流しました。
　「ワクワク中之島」は中之島地域の交流を深めるイベントで、主催した「中之島
RING」の勢田紘子さんの呼び掛けで地域の皆さんも運営に加わりました。また、
学校に隣接する味の素株式会社の協力により、お湯で戻したアルファ化米に和風
だしのもとで味付けして作ったおにぎりの試食も実施。子どもたちからは「おいし
い！」の声があがり、おかわりの列ができました。「食べ慣れた出汁の風味は心をほ
ぐしてくれます。災害への備えに取り入れてもらえれば」と味の素株式会社大阪支
社の佐藤さん。地域・学校・企業が連携し、地域の交流の場が広がっています。

中之島小中一貫校で
防災イベントが開催されました
中之島小中一貫校で
防災イベントが開催されました

BBQに必要な道具・燃料・紙食器などが利用料金に含まれ、食材を
持ち込むだけでOK。少人数～80名程度までご利用可能です。
信太山青少年野外活動センター（和泉市黒鳥町1656）場

詳細は信太山青少年
野外活動センターホームページ ▶

北稜中学校  阪上海斗先生所属の
日本代表チームがアジア・オセアニア
ビーチアルティメット大会で準優勝
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大阪市立信太山青少年野外活動センター　
☎0725-41-2921  　 0725-41-2963
問


